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1981 年 の い わ ゆ る56 豪 雪 を 契 機 と し て ， 雪
の プ ラ ス 面 が 見 直 さ れ る よ う に な っ た 。 雪 に
は ， 他 の 自 然 現 象 と 同 様 に ， 人 間 生 活 に 対 し
て プ ラ ス と マ イ ナ ス の 両 面 が あ る 。 従 来 か ら ，
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と か く マ イ ナ ス 面 が 取 ' ) ざ た さ れ て き た が ，
こ れ を 契 機 に プ ラ ス 面 に 着 目 し て ， 雪 を 積 極
的 に 利 用 し よ う と い う 考 え で あ る 。
雪 の 利 用 に は ， 冷 熱 源 と し て の 食 品 の 保 存
長 井 真 ｜ 職
や 冷 房 な ど の 直 接 的 利 用 と ， 発 電 な ど の 間 接
的 利 用 と が あ る 。 直 接 的 利 用 は ， か つ て 富 山
県 の 各 地 で 行 わ れ て い た 。 富 山 市 岩 湘 ･ 水 橋 ・
金 屋 ・ 東 田 地 方 ・ 山 室 ， 魚 津 市 本 江 ・ 加 積 ，
黒 部 市 金 屋 な ど が 知 ら れ て い る 。 冬 季 に 雪 山
を 築 き ， こ れ を 保 存 し て 夏 季 に 出 荷 す る の で
あ る 。 こ の 雪 の 貯 蔵 場 を 雪 山 と I ! 平 ん だ 。 魚 介
類 の 鮮 度 を 保 つ た め の 冷 蔵 用 で ， そ の ほ か 食
用 ・ 医 療 用 に も 使 っ た 。 当 時 は ， 鉄 道 が 発 達
し 遠 距 離 輸 送 が 可 能 に な っ た こ ろ で あ る が ，
こ れ に 製 氷 ・ 冷 蔵 技 術 が 伴 わ ず ， 夏 季 の 魚 介
類 の 輸 送 に 難 点 が あ っ た よ う だ 。 ま た ， そ の
こ ろ の 経 済 は 不 況 で ， 適 当 な 仕 事 が な か っ た ‐
こ う し た 中 で ， 雪 山 を 築 き こ れ を 活 用 す る こ
と は ， 時 宣 を 得 た 発 想 だ っ た と い え よ う 。
と こ ろ で 雪 利 用 に 関 す る 記 録 は ， ほ と ん ど
残 っ て い な い 。1924 年 か ら1939 年 （ 大 正13 年
～ 昭 和 1 4 年 ） に 行 わ れ て い た 黒 部 市 金 屋 の 雪
山 （ 図 版 1 ） に つ い て ， 2 ， 3 の 記 録 を 得 た が
報 告 に m え る よ う な も の で は な い 。 し か し ，
雪 積 み 作 業 に 従 事 し た 人 々 も 少 な く な ' ) ， や
が て は 語 り 草 に な る こ と だ と 思 い ， そ の 記 録
に ， 雪 積 み 作 業 に 従 事 し た 方 々 や ， 筆 者 の 幼
少 の こ ろ の 記 | 意 を 加 え て 報 告 す る 。
調 査 に 際 し て ご 協 力 を 得 た ， 束 周 作 ， 束 豊
次 , 伊 東 信 敬 , 尾 沢 初 雄 , 片 山 与 四 郎 ， 田 中
芳 長 ， 寺 崎 庄 作 ， 長 谷 川 甚 作 ， 森 丘 貴 の 諸 氏
に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ る 。 ま た ， ま と め に 際 し
て ご 協 力 を 得 た 布 村 昇 氏 に 感 謝 申 し 上 げ る 。
雪 山 の 目 的
雪 山 積 み の 労 賃 の 一 部 と 雪 山 の 利 益 と で ，
合 社 神 明 宮 を 建 立 し た I 祭 の ， 借 金 を 返 済 す る
こ と が 目 的 で あ る 。 雪 は ， 生 地 の 漁 業 者 に 販
売 し た 。 雪 山 の 発 想 は ， 厄 介 者 扱 い の 雪 を 効
果 的 に 活 用 し よ う と す る も の で ， 合 社 神 明 宮
沿 革 誌 に 次 の よ う に 記 録 さ れ て い る 。
大 正12 年 （1923 年 ）10 月 合 社 下 部 落 に 関
係 す る 雪 山 積 む 計 画 ： 冬 期 間 の 深 い 降 雪 の 悩
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み は ， 北 | 産 地 方 一 帯 の 厄 介 な 存 在 と さ れ て い
る 雪 の 効 果 を 生 か す べ く ， 森 丘 正 唯 氏 は 雪 山
積 み を 部 落 有 志 と 語 り 計 画 さ れ ， 受 入 れ 側 の
生 地 漁 業 者 並 び に 加 工 業 者 と 協 議 の 上 ， 雪 を
農 村 の 冬 季 作 業 と し て こ れ を 積 み ， 魚 取 扱 業
者 は 引 取 り ， 魚 介 の 冷 蔵 輸 送 用 と し て 販 路 の
需 要 を 拡 げ る 計 画 が 樹 立 し ， 翌13 年(1924 年 ）
よ り 積 む べ く 基 礎 の 栗 石 搬 入 ， そ の 他 施 設 が
進 め ら れ た 。
合 社 の 対 象 と な っ た 神 社 は ， 大 布 施 村 の 互
い に | 隣 接 し た 金 屋 ， 北 野 ， 古 御 堂 ， 中 新 ， 高
橋 で ， 金 屋 ， 北 野 は そ れ ぞ れ 2 社 ， ほ か は 1
社 ， 計 7 社 で あ る 。 合 社 は ， 越 金 屋 （ 現 在 黒
部 市 越 金 屋 ） に 建 立 さ れ ，1921 年( 大 正10 年 ）
1 0 月 2 9 日 に 遷 宮 ， 翌 3 0 日 に 竣 工 慶 賀 祭 が 行 わ
れ て い る 。 雪 山 は ， そ の 後 1 9 2 4 年 か ら 1 9 3 9 年
ま で 築 き ， 途 中3 年 休 み, 計13 回 行 っ て い る 。
雪 山 の 位 置 と 構 造
雪 山 は ， 大 布 施 村 中 新 字 狐 塚 囲 3 5 番 地 （ 現
在 黒 部 市 金 屋 ） に 築 か れ た ( 図 版 4 ) 。 こ こ は
需 要 地 生 地 か ら 2 . 5 k m 地 点 に あ り ， 距 離 的 に
決 し て 近 い と こ ろ で は な い 。 需 要 地 に 近 い ほ
ど 能 率 的 で あ る が ， 生 地 付 近 は ， 降 雪 量 が 少
な い 上 に ， 湧 水 地 帯 で 消 雪 が 早 く ， 雪 山 に 適
し て い な い 。 し た が っ て ， こ の 地 を 避 け ， し
か も 氏 子 た ち が 集 合 し や す い 合 社 下 の 中 心 部
と し て ， 当 地 を 選 定 し た 。
敷 地 は ， 面 積462m'(140 坪 ） の 長 方 形 で あ
る が ， そ の サ イ ズ は 不 明 で あ る 。 ま た ， 雪 山
の 大 き さ も 不 明 で あ る 。 降 積 雪 の 量 に よ っ て
多 少 の 違 い が あ っ た よ う で あ る が ， 敷 地 周 辺
部 か ら 約 2 m 内 側 に ， 西 向 き に 築 い た 。 取 り
付 け 道 路 に 接 し た 敷 地 の 南 側 は ， 多 少 余 有 が
あ っ た 。 構 造 に つ い て も 詳 細 な 記 録 が 残 っ て
い な い が ， 県 知 事 に 提 出 し た 雪 採 取 貯 蔵 願 に
次 の よ う な 記 載 が あ る 。
雪 採 取 場 並 に 貯 蔵 場 の 構 造 及 び 方 法 ： 地 盤
ヲ 凸 形 二 作 り 外 方 二 向 テ 勾 配 ヲ 付 シ 周 囲 二 溝
黒 部 市 金 屋 の 雪 山 に つ い て
雪 山 構 築 の 方 法
大 別 し て ， 基 礎 の 整 備 ， 雪 積 み 作 業 , 藁 葺 小
屋 組 の 順 序 で あ る 。 こ の 技 術 は ， 魚 津 方 面 か
ら 導 入 し た と い わ れ て い る 。
基 礎 の 整 備
基 礎 は 栗 石 を 敷 き 重 ね ， そ の 上 に 土 盛 し て
作 ら れ て い る 。 一 部 コ ン ク リ ー ト の と こ ろ も
あ る 。 地 盤 か ら の 高 さ は,45.45cm(1 尺5 寸 〉
ほ ど で あ る ( 図 1 ） 。 周 囲 に 雨 水 や 雪 山 の 解 け
水 を 受 け る 側 購 が 設 け て あ る 。
雪 械 み 作 業 に 先 だ っ て ， こ れ を 盤 え ， 藁 蘇
ﾉ l ､ 屋 組 の た め の 親 柱 と 子 柱 を 立 て る 。 親 柱 に
は ， 直 径30'^i 以 上 ， 長 さ8m 内 外 の ス ギ 丸 太
を 用 い る 。 こ れ を 中 央 線 上 に ， ほ ぼ 3 . 6 m ( 2
間 ） 間 隔 に 8 本 立 て る 。 年 に よ っ て は ， 7 ，
9 本 の こ と も あ っ た よ う だ 。 子 柱 に は ス ギ の
稲 架 木 を 用 い ， そ れ ぞ れ の 親 柱 と 基 礎 の 両 側
の ほ ぼ 中 央 に 立 て る 。 こ の ほ か ， 親 柱 の 列 お
よ び 子 柱 の 列 の M 端 に も 立 て ， 全 体 と し て 親
枇 を 取')| 川 む よ う に す る( 図 版2 ） 。
渠 ヲ 穿 チ 排 水 設 備 ヲ 十 分 ナ ラ シ ム 。
地 盤 ヨ リ1 尺5 寸(45.45cm) 栗 石 を 敷 き 其
ノ 上 二 貯 蔵 シ 雨 水 其 ノ 他 ノ 捉 入 ヲ 防 グ 為 メ 藁
葺 小 屋 組 ヲ 設 リ 。
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図 2 屋 根 の 骨 組 み
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最 後 に ． 基 礎 の 上 を 整 地 し て ， 籾 殻 ( ニ カ ）
を 約30cm(1 尺 ） の 厚 さ に 敷 く 。
雪 積 み 作 業
雪 械 み 作 業 は ， 1 月 中 旬 か ら 約 , 6 日 間 行 う ‐
普 通 ， 5 ， 6 0 人 程 度 参 加 す る が ， 多 い と き は
1 2 0 人 に も な る 。 雪 集 め は , 雪 山 周 辺 で 行 わ れ
る が ． ′ 雪 の 少 な い 年 は ， 半 径500m ま で に も 広
が る （ 図 版3 ） 。
作 業 は ， 雪 を 採 集 す る ， 運 搬 す る ， 雪 積 み
を す る の 3 分 担 で あ る 。 男 た ち は 雪 の 採 取 と
雪 積 み を ， 女 た ち は 運 搬 に あ た る 。 雪 の 採 集
は ， 角 ス コ ッ プ で30cm 角 に 切') 取 る 。 こ れ を
背 負 っ た 竹 随 に 3 個 入 れ て 運 ぶ ｡ こ の 竹 統 を ，
カ イ ヅ ン ブ リ と l i 平 ん だ 。 基 礎 の _ 上 に ， 雪 を 一
能 ず つ 撒 き 並 べ る と ， 石 か つ を し て 固 め る 。
こ れ を 交 互 に 繰 り 返 し な が ら ， 変ﾉ'i' 』 ピ ラ ミ ッ
ド 型 に 枝 み 上 げ て い く 。
石 か つ 道 具 は ， 稲 藁 で 榊Ill ん だ カ マ ス に ， 直
径 約50 〔m の 偏 平 な 漬 物 石 ’ 個 を 入 れ て 作 る 。
口 を 縫 い 合 わ せ , 四 隅 お よ び 側 縁 の 中 間 点 に 、
持 ち 手 の 純 を 結 ぶ 。 こ の 道 具 を タ コ ツ キ と i l 平
び ， 持 ち 手 を タ コ ナ ワ と 呼 ん だ ｡ タ コ ナ ワ は ，
約 2 m で ， 純 2 本 を よ っ て 作 る （ 図 3 i 。
タ コ ナ ワ 1 本 に 1 入 ， 計 6 人 が 1 組 に な る 。
こ れ が 数 組 ， ド ツ キ 音 頭 に 合 わ せ て 石 か つ を
す る 。 3 ， 4 分 で 小 休 止 を す る 。 そ の 直 前 に
な る と ， は や し が 入 い る 。 枝 も 栄 え て 葉 も 茂
る ， よ い や ， よ い し ょ で あ る 。 こ れ を 全 員 か
口 を そ ろ え て 歌 い ， タ コ ツ キ を 一 段 と 高 く 上
げ て ， よ い し ょ と 落 と し て し め く く る 。
雪 山 を 高 く 築 く 要 点 は ， 四 隅 を き ち ん と 固
め る こ と で ， こ れ に は ， 最 も 熟 練 し た 責 任 者
が あ た る 。 1 隅 1 人 ， 計 4 人 が 担 当 す る 。 こ
れ を カ ド マ と I I 平 ん だ 。 次 に 大 切 な こ と は ， 法
而 を 整 え る こ と で ， こ れ を ド ハ と 呼 ん だ （ 図
4)。
雪 職 み 作 業 の 様 子 が ， 合 社 神 明 宮 沿 革 誌 に
次 の よ う に 書 か れ て い る 。
大 正 1 3 年 （ 1 9 2 4 年 ） 2 月 雪 積 み ： 合 社 氏
子 男 女 相 集 い ， 太 鼓 の 音 に 始 ま ' ) ， 太 鼓 の 音
で 終 業 。 石 か つ 音 頭 も 高 ら か 。 竹 純 で 背 負 う
女 達 ， 雪 を 角 石 形 に 手 ぎ わ よ く 切 っ て 龍 朕 り
す る 青 年 達 ， 雪 を 圧 し 積 す る 。 石 か つ の た こ
足 を 引 く 人 達 何 組 も 勢 揃 え し て 競 う ‘ 情 景 は 誠
に な ご や か ， 橘 気 あ ふ れ る 共 同 作 業 で あ る 。
藁 葺 小 屋 組
雪 積 み が 完 成 す る と ， 貯 蔵 の た め の 藁 葺 小
屋 組 を す る 。 手 順 は ， お お む ね 次 の よ う で あ
る( 図 版2 ， 図5) 。
( 1 ) そ れ ぞ れ の 親 柱 の 上 部 を ， 稲 架 木 を 連 ね
て | 世 | 定 す る 。 子 柱 も 同 様 に す る 。 こ の 稲 架
ノ ク叩 ト ー
運 搬 路
カ ド マ
図 4 熟 練 者 が 担 当 す る と こ ろ図 3 石 か つ 道 具 タ コ ツ キ
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黒 部 市 金 屋 の 雪 山 に つ い て
木 は ， 屋 根 葺 の 時 点 で ， 適 当 に 下 げ て ， む
な 木 に す る 。
( 2 ) 積 み 上 げ た 雪 を ， マ ダ ケ で 格 子 状 に 包 み ：
保 温 層 の 骨 組 を 作 る 。 間 隔 約 3 0 c m o
( 3 ) 骨 組 の 上 か ら 籾 殻 （ ニ カ ） を ， 厚 さ 約 3 0
c m か ぶ せ る 。 さ ら に ， そ の 上 に 前 年 使 っ た
古 い ヌ マ （ 稲 藁 を 束 ね 連 ね て 帯 状 に し た も
の ） を 乾 燥 さ せ て 掛 け ， 下 の マ ダ ケ に ゆ わ
え て 保 淵 層 を 完 成 さ せ る 。
( 4 ) ( 1 ) の 稲 架 木 を 下 げ て む な 木 を 作 る 。 子 柱
の も の も 下 げ る 。 そ の 際 ， 保 温 層 か ら 約 3 0
c m 離 し て 固 定 す る 。 保 温 層 と 屋 根 と の 間 に ，
空 気 の 層 を 作 る た め で あ る 。
( 5 ) 稲 架 木 を ， そ れ ぞ れ の 親 柱 と 子 柱 に ゆ わ
え て ， た る 木 を 作 る 。 た る 木 の 下 部 は ， 基
礎 面 で 支 え る 。
( 6 ) 稲 架 木 を 3 , 4 m 間 隔 に ， た る 木 に ゆ わ
え て も や を 作 る 。 も や に 平 行 し て ， マ ダ ケ
を 3 0 c m 間 隔 に ゆ わ え て ， 屋 根 の 骨 組 を 完 成
さ せ る 。
( 7 ) 骨 組 の 上 に ， 新 し い ヌ マ を 桂 ﾄ け て 骨 組 に




｡ … ･ … … … ･ 藁 葺 屋 根
･･･ … … … …･ 空 気 層
… … … ． ． … … 保 温 層
. ． ． ． ． ． ．､ 壷l
＝
． … … … … … … 籾 殻 ( 二 力 ) 厚 さ 3 0 c m
..... … … … …...･･ マ ダ ヶ
． … … … . … … . . … 去 年 使 っ た 古 い ヌ マ
図 5 雪 山 の 断 面
8 9
に 置 い て ， こ れ を も や と 結 ん で ヌ マ を 風 害
か ら 守 る 。 カ ゼ ヨ ケ と 呼 ん だ 。
( 8 ) 屋 根 の 上 に 出 て い る 親 柱 と 子 柱 の 先 を ，
ヌ マ で 包 み 雨 水 の 侵 入 を 防 ぐ 。 こ れ を ニ ョ
ウ ブ タ と 呼 ん だ 。 ニ ョ ウ ブ タ を つ け な い と ，
枕 を と | ） ま い て 柱 状 の 空 洞 が で き る 。
雪 山 の 切 り 出 し と 管 理
雪 山 の 口 明 け は , サ バ が と れ る 6 月 ご ろ で ､ ，
切 り 出 し は 8 月 中 旬 ま で 続 く 。 不 漁 の 年 は 9
月 ま で 続 く こ と が あ る 。 口 明 け の こ ろ に な る
と ， 雪 が 沈 降 し て ， 天 井 に 約 1 m の 空 間 が で
き る 。 切 n 出 し は ， 石 切 場 の よ う に は し ご を
排 ﾄ け て 行 う 。 表 面 の 籾 殻 を 取 ' ) 除 き ， 大 き な
の こ ぎ n で ， 天 井 の 空 間 が ら 下 へ と 切 0 進 み
四 角 柱 を 作 る 。 こ れ を ， 籾 殻 や ヌ マ を 敷 い た
床 に 倒 し て 切 断 す る 。 一 個 の 重 さ は , 2 , 3 0
M(75kg ～112.5kg) あ っ た と い う 。
こ れ を 一 単 位 と し て ， 生 地 の 漁 業 者 に 売 り
わ た す 。 サ バ や タ ラ が 多 く と れ る と ， 氏 子 た
ち が 生 地 ま で 運 搬 す る 。 当 時 の 車 は ， 金 輪 を
使 っ た 荷 車 で あ る 。 リ ヤ カ ー も あ っ た 。 角 切
り し た 雪 を 7 ， 8 個 荷 車 に 積 ん で ， 引 く 人 ，
後 押 し す る 人 の 2 人 で 運 ぶ 。 最 廃 期 に な る と 。
夕 方 か ら 3 往 復 し ， さ ら に 魚 の 籍 詰 め の 手 伝
い も す る 。 と き に は ， そ れ を 国 鉄 生 地 駅 ま で
も 運 ぶ 。 大 阪 方 面 へ 出 荷 す る の で あ る 。 魚 の
粕 詰 め に は ， 雪 の ほ か に ， 氷 も 使 っ た 。
雪 山 の 管 理 は ， 総 括 者 ， 管 理 人 ， 切 り 出 し
人 ， 連 絡 調 整 人 な ど か ら 成 っ て い た ら し い 。
管 理 人 は ， 連 絡 調 整 人 と 共 に ， 雪 山 構 築 の 資
材 や 従 事 者 ， あ る い は 生 地 ま で の 雪 の 運 搬 な
ど の 計 画 や 調 整 に あ た っ た 。 切 ' ) 出 し 人 は ，
雪 山 の 管 理 に あ た っ た 。
合 社 神 明 宮 の 借 金 返 済 は ， 雪 山 の 収 益 と 労
賃 1 日 分 の 寄 付 に よ る が ， 収 益 に つ い て は 記
録 が な い の で 不 明 で あ る 。 労 賃 の 寄 付 に つ い
て の 記 録 は , 合 社 神 明 宮 預 金 通 帳 に 見 ら れ る ‐
労 賃 の 寄 付 は 年 に よ っ て 差 が あ る 。 こ れ は 労
長 井 真 隆
年 1 9 3 9 年 の 冬 は ， 筆 者 が 7 歳 ， 小 学 校 1 年 生
で あ っ た 。
雪 山 の 大 き さ を ， 当 I I 寺 通 学 し て い た 小 規 模
校 の 講 堂 ほ ど に 感 じ て い た 。 ' I ' に 入 る と ， ひ
ん や り と 冷 気 が 漂 い ， 薄 I I 商 い 空 間 に 電 灯 が 1
灯 つ い て い た 。 雪 を 切 る の こ ぎ り は ， 木 こ り
の の こ ぎ り よ ' ） も 大 き く ， 長 さ 1 m 以 上 ， 歯
の 深 さ 3 c m ほ ど で あ っ た よ う に 記 | 意 し て い る ←
最 も 奇 異 に 感 じ た こ と は ， 雪 の 角 柱 が 床 の
籾 殻 や ヌ マ の 上 に 倒 さ れ て も ， 砕 け な か っ た
こ と で あ る 。 雪 合 戦 の 雪 玉 が ， 物 に 当 た る と
砕 け る 体 験 と 比 較 し て の 麓 き で あ る 。 破 片 を
拾 う こ と が 楽 し み で ， こ れ を 水 で 洗 っ て 食 べ
た 。 大 粒 の ざ ら め の よ う で ， 多 少 透 き 通 っ て
い た よ う だ 。 密 度 は わ か ら な い が ， 一 般 的 に
い え ば,0.5 か ら0.7 の 範 囲 で あ ろ う か 。
雪 の 貯 蔵 効 果 を 高 め る た め に ， 稲 藁 や 籾 殻
を 使 っ た 。 屋 根 の 下 に 保 附 帽 を 設 け ， し か も
厚 さ 3 0 c m ほ ど の 空 気 層 を 設 定 し た こ と は 面 白
い 着 想 で あ る 。 ま た ， 雪Illl の 保 洲j こ 籾 殻 を 使
っ た こ と も 効 果 的 で あ る （ 図 5 ） 。
雪 山 の 大 き さ は わ か ら な い が ， そ の 年 の 降
積 雪 量 に よ っ て 多 少 の 大 小 が あ っ た よ う で あ
る 。 写 真 や 関 係 者 の 話 か ら ， 雪 山 の 本 体 を 想
定 す る と ， 底 面 は 約 2 0 m × 7 m , 上 辺 約 1 4 m .
高 さ 約6ni, 雪 の 総 量 は 約357m' と 考 え ら れ る 、
当 時 の 雪 山 の 売 上 高 は わ か ら な い が ， 現 在
の 人 造 氷 の 価 格 で 想 定 す る と 次 の よ う に な る ‐
雪 積 み 労 賃 寄 付 状 況
合 社 神1ﾘl'Mfji*fl 眼 よ'｣
賃 と 作 業 従 事 者 数 の 変 動 に よ る も の と 考 え ら
れ る が ， 実 体 が は っ き ' ) し な い 。 大 正 1 3 年
(1924) 分 に つ い て は ，134 戸 分 ，115 円48 銭 と
あ る の で ， 1 戸 分 の 労 賃 が 約 8 6 銭 で あ っ た こ
と が わ か る 。 作 業 従 事 者 の 話 に よ る と ， 労 賃
は 年 に よ っ て 違 い が あ り ， 1 日 5 0 銭 か ら 8 0 銭
で あ っ た と い う 。 能 率 が 上 が る と 5 銭 増 し に
な る こ と も あ っ た と い う 。
生 地 ま で の 雪 の 運 搬 代 は , 回 数 に も よ る が ，
2 人 1 組 で 1 日 5 0 銭 程 度 で あ っ た ら し い 。 当
時 は 不 況 で ， 運 搬 の 依 噸 が 管 理 者 か ら か か ら
ぬ と ， え こ ひ い き し た の で は な い か と 多 少 も
め た と も い わ れ て い る 。 な お ， 青 年 団 は ， 労
賃 の 一 部 を 東 京 の 青 年 会 館 建 設 の 負 担 金 に あ
て た 。
雪 山 の 多 目 的 利 用 と し て ， チ ュ ー リ ッ プ の
抑 制 栽 培 が 試 行 さ れ た が ， 一 般 に 普 及 す る ま
で に は 至 ら な か っ た よ う だ 。
雪 山 の 売 上 高 想 定
雪 山 の 総 孟





雪 山 に 関 す る 資 料 は ， ほ と ん ど な く ， 殊 に
雪 氷 学 的 デ ー タ は 全 く な い 。 雪 山 構 築 の 最 終
雪 山 の 跡 地 は ， 放 置 さ れ て い た が ， 1 9 6 8 年
の 農 業 構 造 改 善 事 業 で 整 地 さ れ ， 今 は 水 田 と
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黒 部 市 金 屋 の 雪 山 に つ い て
ナ 、 子 b ， ・ フ
9 ， － つ L v O つ ぎ
要 約
1924 年 か ら1939 年 に 行 わ れ た 黒 部 市 金 屋 の
雪 山 に つ い て ， 多 少 の 記 録 と 関 係 者 の 話 に よ
っ て ま と め た 。
( 1 ) 雪 山 は ， 夏 季 に お け る 魚 介 類 の 遠 距 離 冷
蔵 輸 送 用 に 築 い た 。 ま た ， そ の 収 益 等 は 合
社 神 明 宮 建 立 の 借 金 返 済 に あ て た 。
(2) 消 雪 地 帯 を 避 け て ， 黒 部 市 金 屋 に 築 い た ．
需 要 地 生 地 か ら 2 . 5 k m 離 れ て い る 。
(3) 雪 山 は ，1924 年 か ら1939 年 ま で 続 け ら れ
途 中 3 年 休 み ， 計 1 3 回 行 っ た 。 雪 積 み 作 業
は ， 1 月 中 旬 か ら 約 1 6 日 間 ， 出 荷 は 6 月 か
ら 8 月 ま で ， 不 漁 の 年 は 9 月 ま で 続 い た 。
(4) 敬 地 約462nr(140 坪) 。 雪 山 の 大 き さ は 不
明 で あ る が ， 年 に よ っ て 差 が あ っ た よ う だ ‐
変 形 ピ ラ ミ ッ ド 型 で ， 写 真 な ど で 想 定 す る
と ． 底 面 は 約 2 0 m × 7 m . 上 辺 約 1 4 m , 高
さ 約 6 m . 総 量 約 3 5 7 m ' 程 度 と 考 え ら れ る ‐
( 5 ) 構 造 に つ い て の 記 録 は な い が ， 関 係 者 の
話 を 総 合 す る と ， 基 礎 に 籾 殻 を 敷 き ， そ の
上 に 雪 を 積 み 上 げ る 。 こ れ を 籾 殻 ， 稲 藁 で
包 み 保 温 層 を 設 け る 。 そ の 上 に 空 気 層 を 置
い て ， 外 部 を 稲 藁 で 小 屋 組 み す る 。 こ れ ら
は ， 貯 蔵 効 果 を 高 め る た め の 工 夫 で あ る 。
(6) 雪 山 を ， の こ ぎ ｜) で 角 柱 に 切 り ， こ れ を
籾 殻 や ヌ マ に 倒 し て,2,30i'l(75kg ～112.5
k g ) の 角 石 形 に 分 断 し て 出 荷 し た 。
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追 記
こ の 報 文 の 脱 稿 後 ， 下 記 の 文 献 を 得 た 。 富
山 市 岩 瀬 の 雪 山 （ こ お ' ) ゆ き ） に つ い て 詳 し
い 談 話 が 記 載 さ れ て い る 。
夏 ま で 雪 を 保 存 し た" こ お') ゆ き ” に つ い~ て
一 轡 田 幸 作 さ ん に 聞 く －
東 岩 瀬 郷 土 史 会 会 報No.l
昭 和56 年6 月24 日
富 山 市 西 宮 2 7 5 岩 瀬 地 区 セ ン
東 岩 瀬 郷 土 史 会
タ ー 内
図 版 ｜ 黒 部 市 金 屋 の 雪 山 全 景
尾 沢 初 雄 氏 ， 北 東li か ら2ﾉj 冒 す ， 年 代 不 明 ， 入 口 の よ う に 兇 え る の に
チ ュ ー リ ッ ー プ の 球 根 の 保 存 場 所 。
F f I
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迄 一: ＝ 一
一 - Q m b 一
図 版 2 保 温 層 の 骨 組 み
憾 驚 繍 幽 瀞 す｡ 年 代 不 叫 雪 卿 を … で Ⅲ' み- 部 に 〉
鼠 》一 豊
＝
静 急 ＝ 齢丙 了 、 、 q 白Ff 時 一GV 巳 ←田
図 版 3 雪 積 み の 様 子 、
( 撫 蟹 伺 蝋 塞 聴 ， 了 叫 上 の が … 礎 1 ． 1 5
○ … 雪 山
○ … 合 社 神 明 宮
5 万 分 の1,1948 年: ：
図 版 4 雪 山 の 位 置
( 国 土 地 理 院 ， 三 日 市 ，
